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PICK UP NEWS !

３月11日に行われた
川開き祭で球磨川くだ
り（清流復興コース）
に体験乗船した招待
客。�HASSENBAから
くまりば（相良町）ま
で、2.5㌔㍍の船旅を
楽しみました。

川下りの運航開始祝う春の祭り

招待客を乗せHASSENBAを出発する２艘（そう）の舟（上）／新しい木造船「蒲公英（た
んぽぽ）」を初めて川に下ろす進水式。クレーン車でつり上げる様子を多くの人が見
守った（左下）／球磨川と人吉城跡をバックに歌や踊りが披露された（右下）

　

人
吉
球
磨
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
球
磨

川
く
だ
り
の
川
開
き
祭
が
、
３
月
11
日
に

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ
（
下
新
町
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
豪
雨
災
害
の
影
響
で
4
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
、
川
下
り
の
安
全
を
祈
願
す

る
神
事
や
式
典
に
は
行
政
・
観
光
関
係
者

約
50
人
が
出
席
。
式
典
で
は
、
球
磨
川
く

だ
り
株
式
会
社
の
瀬
﨑
公
介
社
長
が
「
川

下
り
を
継
続
し
て
、
ま
ち
の
発
展
、
復
興

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
国
と
熊
本
県
、
本
市
が
進

め
る
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
河
川
環
境

整
備
事
業
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
人
吉
高
と
球
磨
工
高

カ
ヌ
ー
部
の
試
走
会
や
マ
ル
シ
ェ
、
歌
や

踊
り
な
ど
の
披
露
が
あ
り
、
会
場
一
体
で

川
下
り
の
運
航
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。人吉で輝いている人

▲�地域の学習支援プロジェクトで、ピザ作
りに挑戦する子どもたち

子どもの居場所づくりに取り組む

岡本 麻美さん（下新町）

「
家
で
も
学
校
で
も
話
せ
な
い
こ
と

を
、
話
せ
る
よ
う
な
場
に
な
れ

ば
」。書
道
教
室
や
学
童
保
育
、子
ど
も
食
堂
、

学
習
支
援
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　

子
育
て
を
す
る
中
で
、
持
病
を
持
つ
我
が

子
の
預
け
先
探
し
に
苦
労
し
た
。「
同
じ
よ

う
に
困
っ
て
い
る
人
が
き
っ
と
い
る
は
ず
。

そ
れ
な
ら
ば
、
自
分
が
受
け
入
れ
る
場
所
を

作
ろ
う
」。
以
前
か
ら
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト

活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

一
念
発
起
し
書
道
教
室
と
学
童
保
育
を
開

所
。
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
中
の
親
の
弁
当

作
り
の
負
担
が
軽
減
で
き
た
ら
と
、
子
ど
も

食
堂
も
始
め
た
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
減
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
場
に
な
れ
ば

と
、大
信
寺
（
南
泉
田
町
）
で
月
に
１
回
「
地

域
の
学
習
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
。

学
校
も
学
年
も
違
う
約
30
人
の
小
中
学
生
が

集
ま
り
、
木
工
遊
び
や
バ
ケ
ツ
稲
作
り
な
ど

の
体
験
や
交
流
を
楽
し
む
。
運
営
に
は
お
寺

や
近
所
の
人
、
高
校
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
力
。「
全
て
の
活
動
は
、
周
り
の
人

た
ち
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
関
わ
る
人
み
ん
な
が
楽
し
ん

で
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」。

　

今
後
の
目
標
は
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
。
地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な

る
こ
と
に
歯
止
め
を
か
け
、
困
っ
た
と
き
に

助
け
合
え
る
よ
う
な
関
係
の
構
築
を
目
指

す
。

おかもと あさみ
昭和50年２月生まれ。販売や事務などの仕事の傍ら22歳から書道
を始め34歳で師範を取得。平成30年に自宅で「おかもと書道教室」
と学童保育の「放課後のこどもの居場所　こどもプレイス・つなぐ」
を開所。令和元年に子ども食堂、令和２年に地域の学習支援プロ
ジェクトを始める。自身も高校生と小学生の子どもを子育て中。

▲�地域の学習支援プロジェクトで配る昼食
の調理に高校生ボランティアらが協力
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